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　毎年、農繁期には農作業事故が多く発生しています。2024年は前年よりも51人多い287人もの方が、
農作業時の事故でお亡くなりになりました。
　農繁期には、農業機械を使用する頻度が多くなるに伴い、農作業事故も比例して多くなります。今回
の特集では、日々の農作業で気をつけたいポイントをまとめました。

安全に農業をしていくために…

“いつもどおり”の作業の中に、事故が潜んでいることをご存じですか？

農作業事故死亡者数の推移

農作業死亡事故の要因別分析

● ブレーキの連結を確認する
● 乗り降りはエンジン停止後に行う
● 安全キャブ・フレームを装備する

● シートベルト・ヘルメットを着用する
● 傾斜地では無理な作業はしない
● 段差がある場合は、４倍のブリッジを使用する

● 走行中、こまめに後方や周囲の安全を確認、補助者に誘導してもらいながら作業する
● タンク側に傾かない様、バランスを考え作業する
● 整備する際は必ずエンジンを停止し、回転を止める
● 手こぎ時には手袋をしない（引っかかり防止）

● 体調を万全にする
● 周りの人に場所や
　 作業時間・帰宅時間を
 　伝える
● スマートフォン（携帯電話）を
 　持ち、すぐに連絡できる
 　ようにする

作業前にチェック11

トラクター22

コンバイン33

刈払機、草刈機44

服装

症状

トラクターの転倒・転落事故が多く発生しています！

走行中の転倒・転落事故のほか、運転時の死角による事故、
巻き込まれ事故などが発生しています！

● 不安定な足場で刈取をしない　　　 　  ● 刃は左側上部１／３を使う
● つまり除去は必ずエンジンを止める　　● 周囲に人がいないか確認する
● わずかな作業時間でもフェイスガード、手袋、長ズボンの着用を徹底する
● 作業前に確認できる石や障害物はあらかじめ取り除き、30㎝以上の草丈には注意する

傾斜面・法面での転倒事故や刈取部の回転による事故が発生しています！

その他、ヘビやハチ、ダニなどの危険生物が出現しやすい季節ですので気をつけましょう。
事故は日常の中で起こります。少しの意識とひと手間で防げる事故があります。
無理のない作業で、安全第一を心がけましょう。

作業に出る前に
チェック

要因別の死亡事故発生状況

してる？

check！

55

熱中症55
● 作業前からこまめに水分や塩分を補給する
● できるだけ１人での作業を避ける
● １時間ごとに必ず休憩をとる
● 高温時の作業は避ける
● 熱中症対策アイテムを使用する
● 熱中症が疑われる場合には作業を中断し、
 　涼しい場所で水分・塩分を補給する。
➡ 症状が改善しない場合は迷わず医療機関へ

熱中症での農作業死亡事故が急増しています！

● 汗をかかない、体が熱い
● めまい、吐き気、頭痛
● 倦怠感、判断力低下
● 声がでにくい　　　など

つつのこと実 践

※回転物の近くでは
手袋を外す

手袋

ヘルメット

滑りにくい靴

巻き込みにくい・
ひっかかりにくい服

長袖、長ズボン

首に何も
巻かない

袖口・裾が
締まっている

ひもなど
巻き込まれ
やすいものが
出ていない

2027年１月１日から
シートベルト着用が
義務化されます！

※農作業死亡事故調査（農水省）
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木等の高所からの転落
8人（3％）

その他
18人（6％）

乗用型
トラクター
53人（18％）

歩行型
トラクター
11人（4％）

農用運搬車
26人（9％）

自脱型
コンバイン
17人（6％）

動力防除機
11人（4％）

草刈機
7人（2％）

農用高所
作業機
5人（2％）

その他
26人

（9％）

熱中症
59人（21％）

稲わら焼却中
等の火傷
12人（4％）

圃場、道路からの転落
19人（7％）

農業機械作業に
係る事故
156人（54.4％）

農業用施設作業に
係る事故
15人（5.2％）

機械・施設以外の
作業に係る事故
116人（40.4％）
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22人増加!!

農薬散布の際は
マスクを着用
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　毎年、農繁期には農作業事故が多く発生しています。2024年は前年よりも51人多い287人もの方が、
農作業時の事故でお亡くなりになりました。
　農繁期には、農業機械を使用する頻度が多くなるに伴い、農作業事故も比例して多くなります。今回
の特集では、日々の農作業で気をつけたいポイントをまとめました。

安全に農業をしていくために…

“いつもどおり”の作業の中に、事故が潜んでいることをご存じですか？

農作業事故死亡者数の推移

農作業死亡事故の要因別分析

● ブレーキの連結を確認する
● 乗り降りはエンジン停止後に行う
● 安全キャブ・フレームを装備する

● シートベルト・ヘルメットを着用する
● 傾斜地では無理な作業はしない
● 段差がある場合は、４倍のブリッジを使用する

● 走行中、こまめに後方や周囲の安全を確認、補助者に誘導してもらいながら作業する
● タンク側に傾かない様、バランスを考え作業する
● 整備する際は必ずエンジンを停止し、回転を止める
● 手こぎ時には手袋をしない（引っかかり防止）

● 体調を万全にする
● 周りの人に場所や
　 作業時間・帰宅時間を
 　伝える
● スマートフォン（携帯電話）を
 　持ち、すぐに連絡できる
 　ようにする

作業前にチェック11

トラクター22

コンバイン33

刈払機、草刈機44

服装

症状

トラクターの転倒・転落事故が多く発生しています！

走行中の転倒・転落事故のほか、運転時の死角による事故、
巻き込まれ事故などが発生しています！

● 不安定な足場で刈取をしない　　　 　  ● 刃は左側上部１／３を使う
● つまり除去は必ずエンジンを止める　　● 周囲に人がいないか確認する
● わずかな作業時間でもフェイスガード、手袋、長ズボンの着用を徹底する
● 作業前に確認できる石や障害物はあらかじめ取り除き、30㎝以上の草丈には注意する

傾斜面・法面での転倒事故や刈取部の回転による事故が発生しています！

その他、ヘビやハチ、ダニなどの危険生物が出現しやすい季節ですので気をつけましょう。
事故は日常の中で起こります。少しの意識とひと手間で防げる事故があります。
無理のない作業で、安全第一を心がけましょう。

作業に出る前に
チェック

要因別の死亡事故発生状況

してる？

check！
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熱中症55
● 作業前からこまめに水分や塩分を補給する
● できるだけ１人での作業を避ける
● １時間ごとに必ず休憩をとる
● 高温時の作業は避ける
● 熱中症対策アイテムを使用する
● 熱中症が疑われる場合には作業を中断し、
 　涼しい場所で水分・塩分を補給する。
➡ 症状が改善しない場合は迷わず医療機関へ

熱中症での農作業死亡事故が急増しています！

● 汗をかかない、体が熱い
● めまい、吐き気、頭痛
● 倦怠感、判断力低下
● 声がでにくい　　　など

つつのこと実 践

※回転物の近くでは
手袋を外す

手袋

ヘルメット

滑りにくい靴

巻き込みにくい・
ひっかかりにくい服

長袖、長ズボン

首に何も
巻かない

袖口・裾が
締まっている

ひもなど
巻き込まれ
やすいものが
出ていない

2027年１月１日から
シートベルト着用が
義務化されます！
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木等の高所からの転落
8人（3％）

その他
18人（6％）

乗用型
トラクター
53人（18％）

歩行型
トラクター
11人（4％）

農用運搬車
26人（9％）

自脱型
コンバイン
17人（6％）

動力防除機
11人（4％）

草刈機
7人（2％）

農用高所
作業機
5人（2％）

その他
26人

（9％）

熱中症
59人（21％）

稲わら焼却中
等の火傷
12人（4％）

圃場、道路からの転落
19人（7％）

農業機械作業に
係る事故
156人（54.4％）

農業用施設作業に
係る事故
15人（5.2％）

機械・施設以外の
作業に係る事故
116人（40.4％）

287人

機械・施設以外の作業に係る事故

熱中症
37人

2023年

2024年 熱中症　59人

12人
7人

10人17人

そ
の
他

木
等
の
高
所

か
ら
の
転
落

圃
場
、道
路

か
ら
の
転
落

稲
わ
ら
焼
却
中

等
の
火
傷

12人 19人 8人 18人

機械・施設以外の作業に係る事故
そ
の
他

木
等
の
高
所

か
ら
の
転
落

圃
場
、道
路

か
ら
の
転
落

稲
わ
ら
焼
却
中

等
の
火
傷

22人増加!!
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農業を支える人

今
月
の

東
広
島
市
安
芸
津
町

下し
も
も
と本  

友と
も
か
ず一 

さ
ん

66歳

品
目

ビ
ワ
・
モ
モ
・

か
ん
き
つ

　
沿
岸
部
の
傾
斜
地
約
90
ａ
で
ビ
ワ
と
モ
モ
、か
ん
き

つ
を
栽
培
す
る
下
本
さ
ん
は
、作
業
時
期
を
分
散
し
、

安
定
的
な
経
営
を
実
践
し
ま
す
。６
月
か
ら
は「
福
原
」

「
茂
木
」な
ど
の
ビ
ワ
６
品
種
を
、Ｊ
Ａ
安
芸
津
柑
橘

事
務
所
や「
ふ
れ
あ
い
市
安
芸
津
店
」な
ど
に
出
荷
し

ま
す
。

　
定
年
ま
で
地
元
企
業
に
勤
め
た
下
本
さ
ん
。実
家
の

農
地
を
守
る
た
め
、２
０
２
０
年
に
就
農
し
ま
し
た
。

初
め
は
、栽
培
や
出
荷
の
流
れ
の
一
つ
一
つ
を
両
親
か

ら
学
び
ま
し
た
。樹
高
が
３
ｍ
を
超
え
る
ビ
ワ
は
、三

脚
脚
立
を
使
い
、安
全
に
気
を
つ
け
て
手
作
業
で
管
理

し
ま
す
。無
理
な
姿
勢
で
作
業
し
な
い
、天
板
に
上
が

ら
な
い
こ
と
を
心
が
け
、必
要
に
応
じ
て
ロ
ー
プ
で
固

定
し
て
、転
倒
や
転
落
を
防
ぎ
ま
す
。

　
日
当
た
り
を
生
か
す
た
め
、剪
定
を
こ
ま
め
に
行
い

ま
す
。葉
や
枝
の
密
度
を
減
ら
し
て
海
風
に
よ
る
実
の

損
傷
を
防
ぎ
つ
つ
、適
度
な
風
通
し
を
確
保
し
て
病
害

も
予
防
。水
は
け
が
良
い
た
め
、高
温
や
少
雨
に
よ
る

果
実
の
肥
大
不
足
防
止
に
、摘
蕾
と
摘
果
を
丁
寧
に
行

い
ま
す
。1
果
房
に
2
果
を
残
し
、甘
く
大
き
な
果
実

に
仕
上
げ
ま
す
。

　
苗
木
は
、芸
南
果
樹
研
究
同
志
会
の
大
苗
育
苗
事
業

を
利
用
し
て
２
年
生
苗
を
定
植
し
、収
穫
ま
で
の
期
間

傾
斜
地
で
果
樹
３
品
目
栽
培

作
業
時
期
分
散
し
安
定
経
営

定
年
後
に
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
農
業

上
質
な
ビ
ワ
を
作
る
た
め
に

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
生
産
の
支
え
に
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わ
た
し
の

おすすめレシピ

・ビワ�����４個
・アスパラガス
�����３～４本
・黒コショウ��適量
・ハチミツ���適量

・充填豆腐��100g
・クリームチーズ
������ 30g
・塩����� 適量

★

❶ アスパラガスを斜めに切り、電子レンジ（500Ｗ）
で１分加熱する。ビワは皮をむき、食べやすい
大きさに切る。

❷ ★を泡立て器で滑らかになるまで混ぜる。
❸ ❷に❶を加え、さっくりと和える。
❹ 器に盛り、黒コショウとハチミツをかけたら
完成。

を
短
縮
し
ま
す
。土
作
り
は
毎
年
Ｊ
Ａ
の
土
壌
診
断
を

活
用
。地
元
生
産
者
と
の
交
流
で
、栽
培
に
役
立
つ
情

報
を
交
換
し
ま
す
。

　
産
直
市
の
利
用
者
か
ら
届
い
た
手
紙
を
大
切
に
保

管
す
る
下
本
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
に
愛
さ
れ

る
農
産
物
を
作
り
続
け
た
い
」と
話
し
ま
す
。

虫害や損傷のある実を摘果

三脚脚立を使い慎重に袋がけ

開花期のモモ「白鳳」

「７さいのおんなのこ」からの手紙

会社員の頃から「全日本サーフキャスティング連
盟」に加盟し、投げ釣りを楽しんでいます。大会に
も参加し、スズキやキス、カレイなどの大物を狙
います。

ビワの優しい甘さが引き立つ、
ちょっと洋風な簡単白和えです♪

白和え
ビワとアスパラガスの

材料
２人分

作り方

55 2026.62026.6



ＪＡ女性部安芸地区本部加工部は４月22日、安
芸郡熊野町の同ＪＡ加工所で、新しいレシピの試
作会を開き、６人が参加しました。同部は、管内産
農産物を使った加工品を作り販売しています。
生産した野菜を使ったキムチづくりに向けて、
ヤンニョムのレシピを試作しました。本格的に仕
上げるため、煮干しと昆布でだしをとり、アミの
塩漬けや韓国唐辛子、リンゴなどを混ぜ込んで味
付けや分量などアイデアを出しながらレシピを完
成させました。試作会では、出来たヤンニョムを
使って大根を漬けたカクテキや鶏肉と和えたヤン
ニョムチキンを作り試食しました。
部長の佛圓文子さんは「地元産の農産物の美味
しさを知ってもらうため、これからも仲間と協力
しながら新しい加工品を作っていきたい」と話し
ました。

地元農産物を活かして
新たな加工品づくり

▲ �分量を調整し
な が ら ヤ ン
ニョムを作る
部員

育てた大豆で作った
商品販売！
ＪＡ青壮年連盟佐伯中央地区本部は、栽培した大豆
を使った商品「みんなの大豆で作った元気玉」の販売
を始めました。４月11日、12日はＪＡ産直ふれあい
市場「よりん菜」で対面販売を行い、商品や青壮年連
盟の活動をＰＲしました。
大豆は、盟友らが共通の農産物を育て収穫量を競う

「Ｄ－1グランプリ」の企画の一環で栽培。製造は、廿
日市市で豆菓子を製造販売する株式会社イシカワに
委託しました。それぞれの圃場で栽培しながらも互
いの技術を共有し、盟友同士、営農指導員とのつなが
りを深めようと2024年度から始め、元気玉は同連盟
で初の商品化となりました。
同市場で販売の他、マロンの里交流館、とれたて元
気市など売り場を広げる予定です。
※在庫がなくなり次第今年度の販売は終了します。

▲�盟友の大下さん（左）と阿部さんが来店者にPRしました

ＪＡを拠り所に住みよい地域社会へ　ＪＡひろしま女性部総代会
ＪＡ女性部は４月20日、東広島市で総代会を開きました。９
地区本部の総代や女性部役員、ＪＡ役職員ら約150人が出席。
2025年度活動報告と26年度の計画など３議案を承認しました。
役員改選では部長に沖野由香さん（芸南地区本部）、副部長
に渡邉美恵さん（広島中央地区本部）、下久保幸子さん（三原
地区本部）を再任しました。
沖野部長は「何気ない会話の中から生まれるつながりが活
動の原動力となり、地域を元気にする大きな力になる。戸惑
いや課題の一つ一つを仲間とともに乗り越え、これからの女
性部の力にしていこう」とあいさつしました。
総代会後は、タレントのさいねい龍二さんが「畑はエンタ
メだ！～農業をもっとおもしろく、もっと美味しく～」と題
して記念講演しました。

▲�壇上に並ぶ新役員
▲

�講演する
　さいねい龍二さん
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水稲苗生産施設の本格的な稼働に向け、田中義彦
組合長ら役員が５日間で育苗施設20カ所を巡回し、
コンプライアンスの徹底と無事故・安全作業の実践
を呼びかけました。また、毎年作業中に熱中症が発
生している状況を踏まえ、十分な予防と対策の徹底
を求めました。
４月２日には志和育苗センターなど４施設を巡回。
作業の進行状況や安全管理などを確認しました。併
せて熱中症対策として、職員に「賀茂大地のはとむ
ぎ茶茶茶」を手渡し、激励しました。
佐々木祥文常務は「作業中の事故に注意し、高品
質な水稲苗を供給できるよう尽力してほしい」と話

しました。
管内の水稲
苗は４月下旬
から苗箱約91
万4000枚 を
供給しました。

育苗センター役員巡回
水稲育苗職員へ激励

▲�職員をねぎらう田中組合長ら役員

果樹産業発展へ意識統一
構造改革で産地再構築へ

ありがとうの
気持ちを込めて

現地で実習
～白ねぎ塾開催～

県内果樹生産者で構成される広島県果樹研究同志
会とＪＡ広島果実連㈱は４月22日、三原市で「第73
回広島県果樹研究同志会大会」を開きました。「広島
県の産地を維持・強化しよう」をテーマに生産者や
ＪＡ、行政関係者など約400人が参加。将来に向け
た振興方針を申し合わせ、県内果樹産業の発展を目
指して意識を統一しました。
大会ではＪＡ広島果実連㈱が広島県の果樹産地の
現状と展望について情勢報告、広島県農林水産局が
果樹振興について記念講演を行いました。

ＪＡでは年金支給日の翌日に「年金感謝デー」と
して、全支店で年金受給者に対して記念品を手渡し
ています。2025年度より始まった取り組みで２年
目となり、年金感謝デーのために来店する利用者も
多く、今年度も毎回さまざまなプレゼントを用意し
ています。
今年度初めての実施となった４月16日、西条支店
では多くの組合員・利用者が来店し、職員は「ココ
ナッツサブレミニ」をプレゼントしました。
次回の年金感謝デーは６月16日に「塩こんぶ」、８
月17日は「島原素麺」のプレゼントを予定しています。
信用推進課の光川修平課長は「来店を契機として
いろいろな情報提供をし、ＪＡを身近な存在に感じ
てもらうため、今後も浸透させたい」と話しました。

ＪＡ広島北部地域では白ねぎの新規栽培希望者を
対象に栽培の基礎や技術の向上、販売方法を学ぶ「白
ねぎ塾」を開校し生産振興に取り組んでいます。
４月15日に開催された第２回の講座では、肥料や
圃場準備について学んだ後、美土里町の古田清さんの
圃場に場所を移し、現地実習を行いました。
八千代町から親子で参加した冨田芳光さんは「週
末に帰省して父の農業を手伝っているが分からない
ことばかり。いろいろなことが聞けて勉強になる」
と話しました。
白ねぎ塾は12月の収穫まで全８回のカリキュラ
ムを予定し、受講生の技術向上を図ります。

▲�職員からプレ
ゼントを受け
取る組合員

▲�定植の指導を受
ける受講生の皆
さん ▲�開会のあいさつをする根角正則会長
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Ｊ
Ａ
は
、初
め
て「
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま

女
子
カ
レ
ッ
ジ
」を
開
講
し
ま
し
た
。

45
歳
以
下
の
女
性
を
対
象
に
、料
理
教

室
や
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、Ｊ
Ａ
全
農
ひ

ろ
し
ま
の
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
見
学
な

ど
全
６
回
の
体
験
型
講
座
を
開
き
ま
す
。

日
頃
、仕
事
や
家
事
に
奮
闘
す
る
世
代

へ
仲
間
と
楽
し
く
学
べ
る
場
を
提
供
し
、

託
児
サ
ー
ビ
ス
で
育
児
中
の
参
加
も
支

え
ま
す
。

講
座
は
、Ｊ
Ａ
事
業
の
強
み
を
生
か

し
て
食
や
農
を
中
心
と
し
、暮
ら
し
に

役
立
つ
内
容
や
趣
味
に
つ
な
が
る
内
容

を
盛
り
込
み
ま
す
。参
加
者
が
主
体
的

に
見
て
、触
れ
て
、体
験
す
る
こ
と
を

重
視
。
息
抜
き
や
自
己
啓
発
、積
極
的

な
交
流
を
後
押
し
し
ま
す
。

４
月
23
日
の
入
学
式
で
は
、栄
え
あ

る
１
期
生
21
人
の
入
学
を
祝
い
ま
し
た
。

学
長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
沖
野
由

香
部
長
は「
皆
さ
ん
は
家
庭
や
地
域
、職

場
で
日
々
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

講
座
を
通
し
て
自
分
磨
き
を
し
、参
加

者
同
士
気
軽
に
話
し
て
、つ
な
が
る
場

に
し
て
ほ
し
い
」と
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

式
の
後
は
、Ｊ
Ａ
職
員
が
協
同
組
合

に
つ
い
て
説
明
し
、第
１
回
講
座
と
し

て「
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ケ
ア
講
座
」を
開

き
ま
し
た
。

受
講
生
の
藤
田
聖
子
さ
ん
は「
大
人

に
な
る
と
自
由
な
時
間
や
学
ぶ
機
会
が

減
る
の
で
、あ
り
が
た
い
。
楽
し
そ
う

な
講
座
が
た
く
さ
ん
あ
り
、参
加
し
や

す
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
、「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
」「
Ｊ
Ａ
組
織
の
基
盤
強
化
」に
向
け
て
、取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、Ｊ
Ａ
が
実
践
し
て
い
る
事

業
や
取
り
組
み
か
ら「
イ
チ
オ
シ
！
」を
紹
介
し
ま
す
。

議　　案
第１号議案　第３回通常総代会の開催について� 【承認】
第２号議案　地区別総代集会の開催について� 【承認】
第３号議案　総代選挙の実施について� 【承認】
第４号議案　総代会資料（事業報告）について� 【承認】
第５号議案　事業所再編（案）について� 【承認】
第６号議案　農業・地域振興積立金の取崩について� 【承認】
第７号議案　出資金の減口について� 【承認】
第８号議案　令和８年度 法令等遵守の実践計画について� 【承認】
第９号議案　内部統制システム基本方針の見直しについて� 【承認】
第⓾号議案　合併後のＡＴＭの設置・廃止について� 【承認】
第⓫号議案　ＡＴＭの移設・休止について� 【承認】
第⓬号議案　宅地等供給事業実施規程の一部変更について� 【承認】
第⓭号議案　農産物検査業務規程の一部変更について� 【承認】
第⓮号議案　広島県への報告事項の修正について� 【承認】

報告事項
１　令和７年度内部監査業務活動報告書について
２　事業所再編検討委員会報告について
３　事業所再編検討委員会委員の交代について
４　令和７年度「ＪＡひろしまコンプライアンス・プログラム」の
　　進捗状況について
５　事務ミス等の報告結果について
６　苦情等の受付・対応状況について
７　反社会的勢力等にかかる対応状況について
８　リスク情報について
９　個人情報漏えい事故の発生について
⓾　ＪＡバンク基本方針の変更について
⓫　ＪＡバンクの内部管理態勢の構築にかかる指針の変更について
⓬　JASTEMシステム基盤更改に伴う危機管理計画書の制定について
⓭　不良債権の処理報告について（金融債権、経済債権）
⓮　理事会の決議事項の処理状況について（大口融資）
⓯　米共同乾燥調整施設の再編計画進捗状況について
⓰　組合員の加入及び脱退の状況報告について
⓱　事業実績報告について

令和８年度 第１回� 開催日時：４月30日10:00から

理 事 会 報 告

「
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
女
子
カ
レ
ッ
ジ
」始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
仲
間
と
楽
し
く
学
べ
る
場
に

互いにハンドケアをして打ち解ける参加者

暦の上では入梅の時期を迎えました。特集で
取り上げておりますが、農作業中の事故には十
分ご注意ください。

昨今、「DX（デジタルトランスフォーメーション）」
は、農業の持続と経営効率化に欠かせない取り
組みとなっております。システムによるデータ蓄積
やドローンの活用、流通のデジタル化は作業を大
きく合理化し、皆さまの経営を支える力となります。
こうしたスマート農業やデータを最大限に活用し、
次世代へつなぐ強い農業を共に築いていきましょう。

JA が目指すDX 化は、組合員・利用者の皆さま
の笑顔を守るための大切な変革と考えています。
私たちは地域農業のプラットフォームとして、デ
ジタル技術と対面での対話を丁寧に融合させて
まいります。農業者が安心して経営に専念でき
る環境づくりに全力で取り組んでまいりますので、
今後ともJA の活動へのご理解とご協力を心より
お願い申し上げます。

JA経営における
DX化
代表理事専務

佐伯  隆弘
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ここまる
学ぼう

JAのこと

?
?

と

Let's learn!

一緒
に

Ｊ
Ａ
の
組
合
員
っ
て
ど
ん
な
人
が

な
れ
る
ん
だ
ろ
う
？
農
業
を
し
て
い

る
人
じ
ゃ
な
い
と
組
合
員
に
は
な
れ

な
い
の
か
な
あ
…
…
？

Ｊ
Ａ
は
農
家
を
中
心
に
、地
域
の

み
ん
な
が
助
け
合
い
な
が
ら
運
営
す

る
協
同
組
合
で
、Ｊ
Ａ
に
出
資
し
て

い
る
人
を「
組
合
員
」と
い
い
ま
す
。

主
な
特
典
と
し
て
、利
用
事
業
の
特

別・優
遇
制
度
や
特
典
、産
直
市
へ

の
出
荷
、出
資
配
当
金
の
受
け
取
り

が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
は「
正
組
合
員
」と「
准
組

合
員
」の
２
種
類
が
あ
り
、農
家
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、農
家
以
外
の
方
も

組
合
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
で
の
組
合
員
資
格

は
次
の
通
り
で
す
。

●
正
組
合
員 

… 

農
業
を
営
む
個
人
、ま
た

は
1
年
の
う
ち
45
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
個
人
で
、住
所
ま
た
は
耕
作
す
る

土
地・施
設
が
地
区
内
に
あ
る
方
。

●
准
組
合
員 

… 

地
区
内
に
住
ん
で
い
る

方
や
、地
区
内
で
働
き
、貯
金
な
ど
の
お

取
引
が
1
年
以
上
あ
る
方
。

※「
准
組
合
員
」は
、事
業
利
用
に
関
し
て
は
、

正
組
合
員
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
の
事
業
や
役
員
を

決
め
る
総
代
会
で
の
議
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
は
株
式
会
社
と
は
違
い
、利

用
す
る
人
と
運
営
す
る
人
が
同
じ
立

場
で
す
。つ
ま
り
、組
合
員
は
単
に

利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、み
ん
な
で

よ
り
良
い
地
域・暮
ら
し
に
し
て
い

く
た
め
に
考
え
、行
動
し
て
い
く
人

た
ち
の
集
ま
り
な
の
で
す
。

県
立
西
条
農
業
高
校
の
畜
産
科

と
リ
ベ
ラ
グ
ル
ー
プ
㈱
が
共
同
で

開
発
し
た
レ
ト
ル
ト
食
品「
西
条

農
業
高
校
が
育
て
た
オ
リ
ー
ブ

ポ
ー
ク
極
の
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー

レ
モ
ン
オ
イ
ル
添
え
」が
好
評
で
す
。

同
校
で
オ
リ
ー
ブ
の
搾
り
か
す
を

給
餌
し
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
と
、県
産

レ
モ
ン
を
漬
け
込
ん
だ
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
使
用
。オ
ン
ラ
イ
ン
な

ど
で
、４
カ
月
間
で
約
３
０
０
０

個
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

同
企
業
は
、呉
市
や
江
田
島
市

で
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
生
産
し
、

搾
り
か
す
を
同
校
に
提
供
し
ま
す
。

生
徒
が
校
内
で
飼
料
に
加
工
し
て

与
え
、丁
寧
に
肥
育
。豚
肉
は
、２

０
２
３
年
に
日
本
食
肉
格
付
協
会

に
最
高
ラ
ン
ク「
極
上
」

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ト
ル
ト
食
品
は
、上

質
な
豚
肉
と
地
元
産
オ

リ
ー
ブ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、地
元
の
農
業
を
一
層

振
興
す
る
た
め
、２
０
２

５
年
２
月
か
ら
同
企
業

と
連
携
し
て
企
画
。豚
肉
の
大
き

さ
や
量
、ル
ー
の
濃
さ
な
ど
を
調

整
し
て
試
作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

今
年
3
月
に
は
、広
島
市
の「
ひ

ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」と「
ア
バ
ン

セ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｏ
ａ
広
島
店
」で
、

生
徒
が
対
面
販
売
し
ま
し
た
。

３
年
生
の
松
岡
幸
輝
さ
ん
は
、

「
愛
情
を
込
め
て
育
て
た
豚
と
地

元
産
オ
リ
ー
ブ
の
味
わ
い
を
、幅

広
い
世
代
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

同
校
は
上
質
な
豚
肉
の
安
定
供

給
に
向
け
て
、飼
育
管
理
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
増
頭
を
進
め
、

商
品
の
販
売
を
続
け
る
予
定
で
す
。

日本学校農業クラブ連盟に加入する、西条農業高校、吉田高校、庄原実業高校では、将来
プロフェッショナルとして活躍する人材育成を目指し、特色ある高校として専門教育に力
を入れています。農業に関わる幅広い産業に対する知識や技術の習得に努めている高校の
特色ある取り組みについて紹介します。

育
て
た
豚
を
レ
ト
ル
ト
シ
チ
ュ
ー
に

好
評
で
販
売
３
０
０
０
個
突
破

vol.3

組
合
員
っ
てな

あ
に
？

広島県立西条農業高等学校

組
合
員
と
は
？

組
合
員
が
Ｊ
Ａ
運
営
の
中
心

©ここまる
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こ
よ
み

め
ぐ
り

季節の便り

ＪＡ女性部
三原地区本部  大乗支部

ＪＡ青壮年連盟
庄原地区本部  甲奴郡支部

自治体と連携し
地域を支える

世代間で協力し
地元の農業を盛り上げる

部員数
15名

盟友数
20名

私たち大乗支部は、自治体のグ
ループなどと連携しながら、地域
に寄り添った活動を進めています。
地域の要請を受け、盆前と正月前
に各１日ずつ朝市を開き、持ち寄っ
た野菜を販売しています。人気の
活動は、寄せ植えや野菜講習会、

私たち甲奴郡支部は、若手か
らベテランまで幅広い世代の盟
友で協力し、地域の農業を盛り
上げています。支店ふれあい委
員会と協力して、毎年5月に地元
小学校での田植え体験を開きま
す。９月には鎌を使った昔ながら

害虫退治のホウ酸団子作りです。
毎回ほとんど全員参加で、仲

良く活動出来ていることが自慢
です。部員同士の年齢が近いた
め会話も弾みます。今後も対話
を大切に、支え合って活動を続
けたいです。

の稲刈り体験を開き、子どもたち
が食と農に親しみを感じられるよ
う取り組みます。

今後も、盟友のさらなる増員
を目指して積極的に活動を続け、
地域とのつながりを強めていき
ます。

大乗支部の皆さん 寄せ植え

甲奴郡支部の皆さんと子どもたち児童との田植え

鎌で稲刈り

支部の総会

　
「
芒の
ぎ
あ
る
穀こ
く
る
い類
、稼か
し
ゅ種
す
る
時と
き
な
り也
」と
あ
り
、芒
は
、麦
や

稲
な
ど
の
穀
物
の
先
に
あ
る
針
の
よ
う
な
毛
の
こ
と
。昔

は
穀
物
の
種
を
ま
く
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

農
作
業

　
梅
雨
入
り
で
植
物
の
生
育
が
活
発
に
な
る
時
期
で
す
。

夏
日
が
多
く
な
る
の
で
、熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

食
卓
に
季
節
の
彩
り
を

　

新
ジ
ャ
ガ
や
ビ
ワ
が
楽
し
め
る
時

期
で
す
。
ま
た
、小
イ
ワ
シ
や
タ
コ
な

ど
瀬
戸
内
な
ら
で
は
の
食
も
楽
し
め

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
陽よ

う
ね
つ熱
至し
ご
く極
し
又ま
た
、日ひ

の
長な
が
き
の
い
た
り
な
る
を
以も
っ
て

也な
り
」と
あ
る
よ
う
に
、６
月
21
日
は
１
年
の
う
ち
最
も
昼

が
長
く
な
り
ま
す
。

農
作
業

　

毎
年
夏
至
が
始
ま
っ
て
11
日
頃
の「
半は

ん
げ
し
ょ
う

夏
生
」の
時
期

ま
で
に
田
植
え
を
終
わ
ら
せ
、次
の
作
業
へ
備
え
る
目
安

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

食
卓
に
季
節
の
彩
り
を

　
「
半
夏
生
」の
日
は
、関
西
で
は
タ
コ
、福

井
県
で
は
焼
き
鯖
、香
川
県
で
は
う
ど
ん
な

ど
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。美
味
し
い

も
の
を
食
べ
て
、体
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

二
十
四
節
気
は
、日
本
で
古
く

か
ら
、暮
ら
し
や
農
業
の
目
安

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

各
節
気
と
と
も
に
、食
と
農
を

身
近
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

芒ぼ
う
し
ゅ種 〈 

６
月
６
日
～
21
日 

〉

夏げ

至し

 〈 

６
月
21
日
～
７
月
７
日 

〉
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こ
よ
み

め
ぐ
り

季節の便り

DAILY SCHEDULE
出荷時期のスケジュールを のぞき見のぞき見

note

NEXT
Farme r

中
なかやま

山  英
えいじ

治 さん（48）

Farmer’s
WORD 「大

だい

一
いち

大
だい

万
まん

大
だい

吉
きち

」の精神でみんなを笑顔に

　東京で働いていましたが、結婚や子どもの誕
生、コロナ禍などをきっかけに家族との時間を
大切にできるような働き方に変えたいと考える
ようになりました。以前から自然の中で働く農
業がかっこいいなと興味を持っていました。
　「本当に農業で生活できるのか」と自分なりに
調べ、2023年からＪＡアグリ三次で研修し、
2025年４月に就農しました。

　三次の特産について調べる中で、アスパラガ
スに興味を持ちました。少人数でも比較的管理
がしやすく、将来的にも続けやすい農産物だと
考えました。
　2025年９月には「ゼンユウガリバー」を定植し
ました。茎が太く、多収が見込めるのが特徴です。
春芽は３月ごろから収穫できますが、茎を育てる
ため、今年は７月から収穫を予定しています。

　「大一大万大吉」です。「一人は万人のために、
万人は一人のために尽くせば、みんなが幸せに
なれる」という意味があります。自分自身だけ
でなく、地域全体が元気になる農業をしたいと
いう思いがあり、将来は、三次を全国有数の産
地にしていけるようなアスパラガス農家になる
のが夢です。地域の皆さんを笑顔に、幸せにし
ていきたいですね。

農業をしようと思ったきっかけは何ですか？ 座右の銘を教えてください

アスパラガスの栽培を選んだ理由はありますか？

5:00

5:00～9:00

10:00

15:00～17:00

0:00

起　床
収　穫
出　荷
収　穫
就　寝

●

●

●

●

●

アスパラガス 出荷時期 ３月中旬～９月

ＪＡ管内では、県内北部
を中心に広く栽培されて
います。春に収穫する春
芽は、甘みが強くてみず
みずしいのが特徴です。

1111 2026.62026.6



総代選挙の
実施について

●選挙日
　2026年9月15日（火）
●投票時間
　午前7時～午後6時

2026年９月30日に総代の任期を迎
えるにあたり、以下のとおり総代選
挙を実施いたします。

※総代の候補者が選挙区ごとに選任され
る総代定数を超えない場合には、選挙は
行いません。なお、選挙の有無は９月14
日（月）に当組合ホームページへの掲載
および支店での掲示により行います。

※詳細につきましては、７月以降に正組合
員の皆さまへ通知させていただきます。

梶
田
公
認
会
計
士
事
務
所　
公
認
会
計
士・税
理
士　
梶
田　
滋

食
料
品
の
消
費
税
ゼ
ロ

　

食
料
品
に
か
か
る
消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す

る
か
否
か
等
に
関
す
る
議
論
が
国
会
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
で
、最
終
消
費
者
は
消
費
税
の
負
担
が

な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、消
費
税
課
税
関
係

で
の
論
点
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、最
終
消
費
者
と
取
引
を
行
う
事
業
者

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、以
下
の
解
説
で
は「
課
税
事
業
者
」

を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

■
非
課
税

　

消
費
税
が「
非
課
税
」に
な
る
か「
免
税
」

に
な
る
か
で
、事
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な

違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
非
課
税
」取
引
の
例
と
し
て
は
、住
宅

用
の
家
賃
、学
校
の
授
業
料
、医
業
の
診
療

報
酬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
引

を
行
う
事
業
者
は
、売
上
に
消
費
税
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、一
方
、仕
入
れ
に
つ
い

て
は
消
費
税
を
付
加
し
て
支
払
う
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
消
費
税
の
負
担
者
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト

　
消
費
税
の「
仕
入
税
額
控
除
」が
で
き
な
い

■
免
税

　

一
方
、「
免
税
」の
場
合
で
は
、事
業
者
の

取
引
先
が
海
外
に
所
在
す
る
た
め
消
費
税

の
税
率
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

輸
出
売
上
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
取

引
で
は
、仕
入
に
課
せ
ら
れ
た
消
費
税
は
税

務
署
か
ら
還
付
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト

　
消
費
税
の「
仕
入
税
額
控
除
」が
で
き
る

■
両
者
の
違
い

　
「
非
課
税
」取
引
で
は
、仕
入
に
課
せ
ら

れ
た
消
費
税
は
事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
事
業
者
が
最
終
消
費
者
と

同
じ
立
場
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、「
免
税
」取
引
で
は
事
業
者
は
消

費
税
の
負
担
者
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

両
者
の
違
い
は
、消
費
税
の「
仕
入
税
額

控
除
」が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
り

ま
す
。

■
今
後
の
動
向

　
「
非
課
税
」取
引
と
す
る
か「
免
税
」取
引

と
す
る
か
、結
論
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、高
市
総
理
の
国
会
答
弁
で
は
、「
課
税

取
引
」と
し
消
費
税
率
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。つ
ま
り「
免
税
」

取
引
と
す
る
方
向
と
の
発
言
の
よ
う
で
す
。

（
注
）本
原
稿
は
令
和
８（
２
０
２
６
）年
４
月
10
日

現
在
の
情
報
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
、取
扱
い

内
容
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ご
承

知
下
さ
い
。

2026
年度 広島県
中古農機
モデルフェア とき

7月10日金
9:00～14:00

の
も
し
出
り
掘

。
す
ま
り
あ

あせる心が
事故を招く！！
余裕を持って
農作業を！！

農
作

業

事故撲滅運動実施
中

《雨天決行》

(特設会場) 東広島市河内町入野 11631-13(特設会場)東広島市河内町入野 11631-13
JA全農ひろしま広島営農技術センターJA全農ひろしま広島営農技術センターJA全農ひろしま広島営農技術センターJA全農ひろしま広島営農技術センター
ところ 多数

出品

種
機
定
予
品
出 ■ トラクタ　

■ コンバイン　
■ 管理機
■ 運搬車

■ 田植機
■ 
  　※その他出品
　機種多数
　あります。

抽選開始は10:00～
初回購入は抽選方式となります。

※ 抽選終了後は、先着順随時契約いたします。

平日1日限り

● お問い合わせ先：ＪＡ全農ひろしま営農資材部農業機械課  TEL：082-846-4344

No.039No.039 1212



JA吉田総合病院
皮膚科

廣瀬　佳和

巻き爪矯正治療をはじめました

巻き爪は爪の端が内側に巻いた変形であり、先のとがった靴による長期間の圧迫や、下肢

麻痺などにより長期間歩いていないことなどが原因で生じます。変形した爪が皮膚に食い込

むことで、痛みが生じ、放置しておくと炎症や細菌感染を起こして赤く腫れたり、膿が出たり

します。

巻き爪の治療にはテーピングや部分抜爪術などがありますが、比較的簡便で効果的な方法

として矯正器具を用いた治療があり、当院では「巻き爪マイスター®」を用いた診療を行って

おります。巻き爪マイスター®はワイヤーとばねの弾性力を使って爪の変形を戻す器具であり、

左右のフックを爪の両端に引っ掛けることで固定します。矯正期間中はずっと器具を装着し

たままであり、緩やかに爪の弯曲が軽減されていきます。さらに爪の軟化剤を併用することで、

最短では2週間後に爪の変形の改善が期待できます。

ただし、巻き爪の矯正治療は「自由診療」であり、全額自己負担となります。当院では、水曜

日の午後に診療を行っております。治療を希望される場合は皮膚科受付までお問い合わせく

ださい。

なお、爪水虫や爪囲炎（爪の周りの炎症、化膿）などがあると矯正治療ができない場合があ

りますので、まずは外来でお気軽にご相談ください。

各病院の外来診療予定は二次元コードよりご確認いただけます。

JA広島総合病院
廿日市市地御前一丁目3-3
TEL.0829-36-3111

JA尾道総合病院
尾道市平原一丁目10-23
TEL.0848-22-8111

JA吉田総合病院
安芸高田市吉田町吉田3666
TEL.0826-42-0636

器具装着

1313 2026.62026.6



４月号の応募いただき
ましたお便りの総数は

326件でした。
たくさんのお便り

ありがとうございました。

写真はひな祭りを
したときの写真です
「80代のお雛様」です

東広島市　Ｓ・Ｓさん

梅の時期にわが家に来た元保
護犬が先日亡くなりました。
13歳でした。名前も梅ちゃん。誰
からも好かれたワンちゃんでした。

廿日市市　Ｓ・Mさん
改装が決まった広島城

呉市　Ｔ・Ｔさん

アルプス乙女（りんご）が
綺麗に咲きました

広島市　W・Oさん

孫が中学校に
入学しました
大竹市　T・Oさん

◇�

春
に
廿
日
市
市
の
住
吉
堤
防
の
桜
を
見
に
行
き
ま
し
た
。満
開

で
桜
の
ト
ン
ネ
ル
み
た
い
で
し
た
。来
年
も
見
に
行
き
た
い
で

す
‼�
（
廿
日
市
市　
Ａ・Ｈ
さ
ん
）

●�

桜
は
す
ぐ
に
散
っ
て
し
ま
う
の
で
、行
か
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が

満
開
の
時
で
良
か
っ
た
で
す
ね
🌸

◇�

中
2
の
娘
が
花
粉
症
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。わ
が
家
で
1
人
だ

け
花
粉
症
…
。誰
も
寄
り
添
え
ず
…
。ガ
ン
ガ
ン
に
外
に
洗
濯

物
干
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。�

（
江
田
島
市　
Ａ・Ｓ
さ
ん
）

●�

私
も
花
粉
症
で
す
。こ
の
時
期
は
本
当
に
つ
ら
い
で
す
よ
ね
😭

◇�

孫
が
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。毎
日
心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

朝
起
き
れ
た
か
な
、ち
ゃ
ん
と
歩
い
て
行
け
た
か
な
、給
食
た

べ
れ
た
か
な
、お
友
達
で
き
た
か
な
、小
さ
な
身
体
で
大
き
な

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
胸
が
し
め
つ
け
ら

れ
そ
う
で
す
。�

（
三
次
市　
マ
ル
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

●�

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
🌟
心
配
の
お
気
持
ち
、と

て
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。そ
の
お
気
持
ち
は
こ
れ
ま
で
た
く
さ

ん
愛
情
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
証
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
♥

◇�

い
つ
も
夫
と
二
人
の
生
活
。た
ま
に
孫
が
泊
ま
り
に
来
る
と
に
ぎ

や
か
で
可
愛
い
し
楽
し
く
嬉
し
い
の
で
す
が
帰
る
と
ど
っ
と
疲

れ
が
出
ま
す
。「
来
て
嬉
し
帰
っ
て
嬉
し
」昔
聞
い
た
言
葉
。今
実

感
し
て
い
ま
す
。歳
の
せ
い
⁉�

（
東
広
島
市　
Ｈ・Ｉ
さ
ん
）

●�

会
え
る
喜
び
と
、無
事
に
帰
っ
て
い
く
安
心
と
、そ
の
両
方
を

大
切
に
さ
れ
て
い
る
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
🥰

◇�

今
年
も
田
植
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。田
起
こ
し
も
進

ん
で
い
ま
す
。例
年
の
よ
う
に「
4
月
に
3
日
の
晴
な
し
」の
よ

う
に
雨
も
よ
く
降
っ
て
い
ま
す
。今
年
が
豊
作
で
あ
れ
ば
よ
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
庄
原
市　
Ａ・Ｆ
さ
ん
）

●�

こ
の
時
期
は
本
当
に
お
天
気
が
変
わ
り
や
す
い
で
す
よ
ね

☀
☂
ど
う
ぞ
体
調
に
気
を
つ
け
て
無
理
せ
ず
農
作
業
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
💖

◇�「
散
る
さ
く
ら　
髪
に
と
ま
ら
せ　
夢
心
地
」�（
尾
道
市　
す
み
女
さ
ん
）

●�

ス
テ
キ
な
俳
句
で
す
ね
✨
桜
の
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
😍

◇�

今
年
も
薬
効
成
分
の
高
い
赤
菊
芋
を
た
く
さ
ん
植
え
ま
し
た
。夏
は
花

を
楽
し
み
、秋
に
は
キ
ン
ピ
ラ・天
プ
ラ・煮
物・パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を

作
り
ま
す
。�

（
東
広
島
市　
Ｙ・Ｋ
さ
ん
）

●�

赤
菊
芋
初
め
て
聞
き
ま
し
た
😮
栄
養
豊
富
な
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
💪
収

穫
楽
し
み
で
す
ね
✨
ぜ
ひ
写
真
や
レ
シ
ピ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
‼

◇�

雨
が
続
き
、庭
の
草
花
が
大
き
く
育
ち
、可
愛
い
花
芽
が
顔
を
覗
か
せ

て
い
ま
す
。草
や
苔
が
た
く
さ
ん
生
え
て
き
て
、草
取
り
を
し
な
く
て

は
と
思
い
ま
す
が
、草
も
生
き
生
き
と
し
て
い
て
抜
い
て
は
可
哀
想
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。牧
野
富
太
郎
博
士
の「
雑
草
と
い
う
名
の
草
は

な
い
」と
い
う
言
葉
を
想
い
な
が
ら
、ホ
ト
ケ
ノ
ザ
を
小
さ
な
花
瓶
に

生
け
ま
し
た
。�

（
廿
日
市
市　
Ｃ・Ｋ
さ
ん
）

●�

足
元
に
あ
る
小
さ
な
草
に
も
、ち
ゃ
ん
と
名
前
と
役
割
が
あ
る
と
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
😊
🌷

◇�

桜
桜
と
言
っ
て
た
け
ど
、も
う
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。今
、近
く
の

山
で
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
ピ
ン
ク
に
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。春
は
散
歩
を

し
て
も
色
と
り
ど
り
の
花
が
山
や
家
の
庭
に
咲
い
て
て
、散
歩
し
て
も

楽
し
い
で
す
。�

（
東
広
島
市　
Ｋ・Ｋ
さ
ん
）

●�
花
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
ね
🌹
素
敵
で
す
⭐
花
を

愛
で
る
と「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」が
分
泌
さ
れ
る
そ
う
で
す
💐

◇�

田
圃
の
荒
起
こ
し
、そ
し
て
荒
か
き
が
終
わ
る
頃
は
、例
年
は
燕
が
元

気
よ
く
巣
作
り
を
す
る
の
で
す
が
、今
年
は
姿
は
見
せ
る
も
の
の
暫
く

し
て
い
な
く
な
り
ま
す
。丙
午
の
年
な
の
で
？
と
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
庄
原
市　
Ｔ・Ｋ
さ
ん
）

●�

丙
午
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
年
で
す
の
で
、あ
ち
こ
ち
を
パ
ワ
フ
ル

に
飛
び
回
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
💪

◇�

我
が
家
の
小
さ
い
梅
の
木
の
実
が
な
っ
て
落
ち
始
め
ま
し
た
🌲
こ
の

実
を
使
っ
て
毎
年
、梅
酒
を
漬
け
て
い
ま
す
😊
こ
の
梅
酒
を
夏
に
か

き
氷
🍧
に
か
け
て
、食
べ
た
ら
最
高
に
美
味
し
い
で
す
🤗

�
（
安
芸
郡　
Ｋ・Ｈ
さ
ん
）

●�

季
節
の
お
仕
事
で
す
ね
⭐
自
家
製
の
梅
酒
お
い
し
そ
う
で
す
💖

◇�

何
を
食
べ
て
も
美
味
し
い
。で
も
何
と
な
く
耳
が
遠
く
な
っ
て
き
た
様

な
…
長
生
き
し
そ
う
と
言
わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
！

�

（
庄
原
市　
さ
え
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

●�

何
で
も
お
い
し
い
で
す
よ
ね
！
何
で
も
よ
く
食
べ
る
こ
と
は
い
い
こ
と

で
す
ね
‼
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※答えは７月号に掲載します。

※当日消印有効

二重マスの文字を
A〜Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

レンキユウ

6月25日（木）

❶�傘を忘れたときに軒先を借りてす
ることも

❷赤外線やX線もこれの一種
❸梅雨入りすると、梅雨――がいつ

頃なのか気になります
❹簡単には意見を曲げません
❻損の反対語
❾親しいつきあいのこと。昔の――

でなんとかしてよ
⓫アメリカ原産の大きなカエル
⓭自宅を離れて観光などをします
⓯ウメやブルーベリーの食べる部分
⓱合唱部が練習するもの
⓳一年で一番昼が長い日

❷�完成しました!
❺成長した羊の肉です
❼ペンは――より強し
❽彼は大舞台で面目――を果たした
❿手のひらや足の裏の反対側
⓬旬よりも時期が早いもの
⓮この教科の時間にアサガオを育て

た人も多いのでは
⓰古くから、夏バテ防止にも食べられ

てきた野菜
⓲ウィッグや付け毛ではありません
⓴クイズを出されて考えるもの
㉑中学校で教育――をおこなう大学生

編集
後記

休日散歩していると、ついこの前に草を綺麗に刈っていた畑がもう生い茂っていて、特徴的な鳴き声と共にキジが出てきました😳草刈りで刈払
機を使用するときは注意が必要だと思いました。� （おかだ）

大竹特産大竹特産
ゆめ倶楽部ゆめ倶楽部
菊芋チップス菊芋チップスを
プレゼント!!

正解者の中から抽選で20名様に

今月のプレゼント

解答
メモ

A B C D E

５月号10ページ「つなげよう私たちの輪」で、「ＪＡ女性部　広島地区本部」は「ＪＡ女性部　広島北部地区本部」の誤りで
した。お詫びして訂正いたします。

【 お詫びと訂正 】

組合員資格の変更等について 相続の発生や組合員資格・住所等に変更があった場合は、最寄りの支店へ届出をお願いいたします。

ひろしま農業協同組合
本店（ナビダイヤル）
0570-078-800

相談、苦情等の窓口
本店リスク管理部

TEL.082-422-6168

休日・夜間に自動車事故が発生した場合
ＪＡ共済事故受け付けセンター

0120-258-931

キャッシュカード・通帳の紛失・盗難の場合
ＪＡバンク広島ATMお客様センター

0120-577-931

※投稿に際して取得した個人情報は承諾なく第三者に提供しません。
※投稿は紙面の都合上、すべて掲載できません。ご了承ください。
※プレゼントの当選者発表は発送をもってかえさせていただきます。

応募方法

５月号の答え

〒739-0015　東広島市西条栄町10-35
JAひろしま　総務部ふれあい広報課「クロスワードパズル」係
https://jahiroshima.or.jp/contactinfo/info4/
JAひろしまホームページのお問い合わせページより
ご応募ください。

●いただいたお便りは
　８月号に掲載します

©ここまる

はがきまたはインターネットより、パズルの答
え、住所、氏名（ペンネームも可）、年齢、電話番
号と写真やイラスト、広報誌の感想、JAへのご
意見、身近で起きた出来事などを添えてご応募
ください。

インターネットからの
ご応募はこちらから

「食」と「農」に関するお子さまの笑顔の写真を募集中！
※表紙に掲載させていただく場合がございます。

❶JAひろしまのInstagram
　　　　　　　　　　　をフォロー
❷DMで写真とタイトルを送付！

jahiroshima_official

応募方法 JAひろしまInstagram

応募締切

©2017 JA-KYOSAI

採用された方には
素敵なここまるグッズを
プレゼント！

（出題／ニコリ）

1515 2026.62026.6



Map
K O K O M A R U   S A N P O

所在地

ＴＥＬ

営業時間

定休日

ＪＡひろしま公式キャラクターの「ここまる」が管内の産直市をおさんぽ♪

ＪＡ職員と一緒に、おすすめの加工品や産直市の魅力をご紹介します。

ここまる
さんぽ産直

イチオシの食べ方は甘酢漬けです。菊芋チップスを

さっと水洗いし、お好みの甘酢に浸して、柔らかくなっ

たら完成。ポリポリした食感で、箸休めにぴったりで

す。乾燥することにより美味しさを凝縮した菊芋チップ

スを求めて、県内外から来館されるリピーターもたくさ

んいます。

　「マロンの里交流館」の6月のオススメは、合同会社

大竹特産ゆめ俱楽部が作っている「菊芋チップス」。
佐賀大学が美味しさと品質にこだわり開発した、特別

な品種「サンフラワーポテト」を栽培・加工しています。

　菊芋は体に吸収されにくい水溶性食物繊維の

一種である“イヌリン”が豊富。近年、健康志向の高

まりから人気の食材で、腸内環境を整える働きがあ

ります。チップスに加工することで年間を通して購

入することができます。

マロンの里
交流館

289186

至弥栄ダム・大竹市街

小瀬川

至吉和
栗谷
郵便局 JAひろしま

栗谷支店

プレイパーク蛇喰

大竹市栗谷町大栗林10195-12
0827-55-0055
9:00～17:00
毎週月曜日、12/28～1/5
※月曜日が祝日等の場合は翌営業日

大竹市北部の栗谷町にある産直市です。自然豊かなこ

の地域では古くから栗の栽培が盛んで、施設の名前の由

来にもなっています。2026年4月にリニューアルオープン

しました。きれいな館内でお買い物をお楽しみください。

マロンの里
交流館

©ここまる

マロンの里
交流館 へ！

Picku
p

Check
中川晴雄館長（左）と島千穂美さん

編集／JAひろしま　総務部ふれあい広報課
発行／JAひろしま
〒739-0015　広島県東広島市西条栄町10-35
TEL.082-424-1798

「地産地消」と「環境」に
配慮したベジタブルイ
ンキを使っています。

ホームページ Instagram


